
 

 

参考資料 研究内容について 

 

■MITOL を増やす成分の肌への効果  

当社ではこれまでに MITOL を増やす成分を複数見出しておりますが、それらの成分と肌の美し

さの関係について、今回検討を行いました。その結果、モモ、ハマメリスの葉、ボタンの根から得

られる抽出物を組み合わせると、肌の見た目や表面状態、バリア機能に寄与している因子が増える

ことが確認されました（図 1、図 2）。興味深いことに、それぞれの抽出物単独では効果が認められ

なかったことから、3 つの抽出物を組み合わせることで相乗的な効果が発揮された可能性がありま

す。なお、本研究成果をもとに特許を出願しております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ . MITOL を増やす成分の肌の見た目や表面状態、バリア機能に寄与する因子の遺伝子発現増加作用  

3 つの成分の単独あるいは混合物が肌細胞におけるカリクレイン５、カリクレイン７およびトランスグルタミナ

ーゼ１遺伝子発現量に与える影響を検討した。その結果、単独群では影響がなかったが、混合物群では遺伝子発

現量の増加が確認された。なお、縦軸を遺伝子発現量、横軸を実験群として、コントロールに対する相対発現量

として示した。  

平均値＋標準偏差、n=3、***：p<0.001 (Dunnett’s test) 



 
 

 

 

図２. カリクレイン 5、カリクレイン 7 およびトランスグルタミナーゼ 1 の肌での働き 

 

また、３つの成分の組み合わせが、肌のうるおいを保つ可能性（表皮からの水分蒸散を抑える作用）

やハリ弾力に効果を示す可能性（紫外線照射時の真皮タンパク質及び真皮タンパク質分解酵素の

遺伝子調節作用）も見出しました。 

以上より、3 つの成分を組み合わせることにより、肌の見た目や表面状態、うるおい、ハリ弾力に

効果を示す可能性が考えられました。 

 

 

■新たな研究成果 -優秀演題賞受賞- 

 ~ MITOL 減少による慢性炎症と老化の加速~ 

これまでに当社では、エイジングにより MITOL が減少することが引き金となり、肌老化（シミ、

乾燥、シワなど）に繋がる可能性を見出しておりました（2021 年 6 月 30 日リリース）。今回は、

MITOL 減少が細胞にどのような変化を引き起こすのかを検討しました。 

その結果、MITOL を減少させる処置を施した肌細胞では、IL1α、IL6、IL8、TNFαなどの炎症

性物質の遺伝子発現量が増加していることが確認され（図 3）、組織において炎症反応が生じてい

る可能性が示されました。また、IL1α、IL6、IL8 については、増殖を停止した老化細胞から分泌

される SASP 因子としても知られており、周囲の組織に悪影響を及ぼすことが報告されています。 

 

 

https://www.taisho.co.jp/company/news/2021/20210630000793.html


 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

慢性的な炎症により老化が加速する“インフラマエイジング”という考え方がありますが、MITOL
減少によりインフラマエイジング、つまり老化の加速が起こる可能性が考えられました。 

これまでの研究成果とあわせると、エイジングにより MITOL が減少すると、肌の機能が低下する

肌老化に加え、慢性的な炎症状態に陥り、老化が加速する悪循環が生じる可能性が考えられました

（図 4）。なお、本データを含めた研究成果を第 39 回日本美容皮膚科学会総会・学術大会で発表

し、優秀演題賞に選出されました。 

 

 

図 4. エイジングによる MITOL 減少と老化の加速のイメージ  

 

 

 

■MITOL を増やす成分で若々しい肌へ 

本研究により、MITOL を増やす成分であるモモ、ハマメリスの葉、ボタンの根より得られる抽出

物が、肌の見た目や表面状態、うるおい、ハリ弾力に寄与する因子を増やしながら、MITOL 減少

による老化加速の悪循環を抑える可能性が示唆されました。当社は今後も MITOL 研究を継続し、

エイジングケア商品の開発に応用していきます。 

 
 

図 3.  MITOL 減少細胞における炎症性物質の遺伝子発現量の増加  

MITOL が減少した肌細胞の炎症性物質（IL1α、IL6、IL8 および TNFα）の遺伝子発現量を評価した。正常時

（コントロール細胞）と比べ、MITOL 減少細胞では、炎症性物質の遺伝子発現量が増加した。なお、縦軸を遺伝

子発現量、横軸を実験群として、コントロールに対する相対発現量として示した。  

平均値＋標準偏差、n=3、***：p<0.001、*：p<0.05  (Student’s t-test) 



 
 

 

 
用語解説 

用語 説明 

MITOL 柳茂教授（学習院大学）が 2006 年に発見したミトコンドリアに存在する酵 
素。ミトコンドリアにおけるユビキチン化（タンパク質分解の目印）に関わ 
ることから Mitochondrial Ubiquitin Ligase（MITOL）と名付けられた。 

モモ 果実は食用に、葉は古くから薬草として用いられてきた。「桃葉」の抗炎 
症作用を期待し、浴剤、皮膚化粧料などに用いられている。 

ハマメリス 北アメリカが原産の低木で、黄葉が美しく秋に開花することから、鑑賞 
樹、切り花用などに各地で植栽される。ハマメリスの葉には、収れん性 
消炎作用などがある。 

ボタンの根（ボタ

ンピ） 

ボタンの根皮。ボタンの根皮は「ボタンピ（牡丹皮）」と呼ばれ、消炎、

鎮痛作用がある漢方薬として使用されている。 

SASP 老 化 細 胞 の 特 徴 的 な 状 態 Senescence-associated secretory 
phenotype(老化関連分泌形質)の略。老化細胞からは特徴的な炎症性の

因子(SASP 因子)が分泌され、代表的なものに、インターロイキン 1α 
(IL1α)、IL6、IL8 などがある。 

 

 


